












「
文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
総
合
事
業
 - 
巡
回
公
演
事
業
 -」

　
我
が
国
の
一
流
の
文
化
芸
術
団
体
が
、
小
学
校
・
中
学
校
等
に
お
い
て
公
演
し
、
子
供
た
ち
が
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を

得
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供
た
ち
の
発
想
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
、
将
来
の
芸
術
家
の
育
成
や
国
民
の
芸
術
鑑
賞
能
力
の

向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 　

　
事
前
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
子
供
た
ち
に
実
演
指
導
又
は
鑑
賞
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
実
演
で
は
、
で
き
る
だ
け
子
供
た
ち

に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
す
。
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は
、
国
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劇
場
お
き
な
わ
組
踊
研
修
修
了
者
で
構
成
さ
れ
た
会
で
す
。 　
　

３
年
間
の
研
修
修
了
後
も
、
互
い
に
自
ら
の
技
芸
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

組
踊
の
伝
承
者
と
し
て
の
活
動
を
通
し
て
、
文
化
遺
産
で
あ
る
組
踊
を
は
じ
め
と
す
る

沖
縄
の
伝
統
芸
能
の
世
界
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
次
世
代
へ
継
承

し
て
い
く
こ
と
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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■
琉
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踊
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沖
縄
は
、
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12
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縄
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と
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す
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（
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）
の
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の
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に
初
め
て
上
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。

 朝
薫
は
こ
れ
ま
で
の
琉
球
の
芸
能
を
も
と
に
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・
狂
言
や
歌
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は
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、
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事
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今
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は
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ら
 3
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 年
目

と
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す
。
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ID 分野  伝統芸能 種目 邦舞 ブロック C 区分 A区分

公演団体名 制作団体名

① 会場条件等についての確認
応相談

必要数＊ 2室 可

2ｔトラック 1台 大型バス 1台 可

可

可

可

－

幅 高さ 可

可

なし 指定学年＊ －

可

可

可

幅 4ｍ 奥行 3ｍ 高さ 指定なし 可

可

可

緞帳＊ バトン＊ －

不要 理由 －

不要 －

－

可

60A以上 可

応相談

なし

本公演について

参加可能人数

学年の指定の有無＊

所要時間の目安
単位：分

600名程度まで

90分 

搬入間口について
単位：メートル

理由

可能な限り片付け整理された状態

来校する車両の大きさと台数＊

1.5ｍ

10ｍ以内

上記車両について「応相談可」の場合，内容詳細

重量のある音響機材や、寸法の大きい大道具
があるため

できる限り階段のない経路が望ましい

設置階の制限＊ 問わない

搬入経路の最低条件

1.5ｍ

舞台設置場所＊

舞台設置に必要な広さ
単位：メートル

体育館の舞台を使用
する場合の条件

要

※主幹電源の必要容量

その他特記事項

公演に必要な電源容量

指定位置へのピアノの移
動＊

※指定位置は会場設置図面
に て御確認ください。

ピアノの調律・移動の
要否

（調律費・移動費は経
費対象外です）

フロアを使用する場
合の条件

舞台袖スペースの条件＊

【令和4年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－実施条件等確認書①】

沖縄伝統組踊「子の会」 株式会社　BOX4628

控室について

項目

条件
男性、女性の着替え用のため、カーテンがある
部屋が希望です。広さが十分確保されていて
仕切りが可能であれば、1室でも構いません。

C44

必要条件等

可

来校する車両の内，横づけが必要な車両の大きさ 2ｔトラック（車長4.7ｍ）

搬入について

搬入車両の横づけの要否＊

横づけができない場合の搬入可能距離＊

要

バスケットゴールの設置
状況＊

格納されていれば可

舞台袖スペースの確保＊

不要 不要

800名程度

WSについて

不要ピアノの事前調律＊

遮光(暗幕等)の要否＊

ステージ上への設置・フロアへの設置ともに対応可能

鑑賞可能人数

会場設営・本公演・メインプログラム
の所要時間

※「出演希望調書」内「会場設営の所要時間
(タイムスケジュール)」の目安を御参照ください。



幅 高さ

※搬入に関する条件の詳細については、図面上の表にて御確認ください。

要

会場図面(表記単位：メートル)

1.5ｍ 1.5ｍ

10ｍ以内

搬入間口について

搬入車両の横づけの要否

横づけができない場合の搬入可能距離

体育館の舞台

舞台袖舞台袖

間口

設置舞台
4ｍ

3 ｍ

鑑賞位置

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
必
要

通
り
抜
け

舞台使用時

スペースの確保が必要

後方

トラック



幅 高さ

※搬入に関する条件の詳細については、図面上の表にて御確認ください。

会場図面(表記単位：メートル)

搬入間口について 1.5ｍ 1.5ｍ

搬入車両の横づけの要否 要

横づけができない場合の搬入可能距離 10ｍ以内

間口

フロア使用時

体育館の舞台

舞台袖舞台袖

設置舞台
4ｍ

3 ｍ

鑑賞位置

後方

トラック

スペースの確保が必要
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